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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　２５日　（月）

司会　市島　正江　　　　　　記録　加藤　敦子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 患者様からの外出泊の届け出用紙を頂く際、外出目的が曖昧な場合があります。

スタッフが確認し、目的を明確に記入して頂き受け取るようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・元沢　政治様～２日前より、右の瞼の腫れ・痒みあり、悪化見られ本日、三上Ｄｒへ診察して頂いています。涙腺の周辺の痛みが見られるとの事で、Ｄｒより眼科受診をするよう指示あります。

　　　　　　　　すぐに御家族様(弟様)へ連絡し本日午前中、大島眼科を受診されています。

　　　　　　　　麦粒腫との事で抗菌剤の点眼液一本と軟膏一本処方されてきています。

　　　　　　　　膿が溜まっており、排膿しております。本人様は大分楽になったと話され腫脹が軽減しています。

　　　　　　　　ガチフロ点眼液…１日４回（毎食後と寝る前、点眼後は２～３分は目を閉じさせる。

　　　　　　　　タリビット眼軟膏…点眼後５分したら、昼・夕・寝る前と３回つける。（日中の行動に支障がない様に朝は控える）

　　　　　　　　目が気になり擦らない事や、プログラム後はきれいに手を洗うよう声掛けを行なっていきましょう。

・坂本　のり子様～お父様が亡くなられ、葬儀の為２/２４日(日)１６時～２５日(月)１８時まで外泊されています。前回の外泊では「服薬も自分で出来て、親戚への気遣いもあった」と御家族様（叔母様）の評価は良く聞かれていました。

帰院時は御家族様・本人様へ疲労感の有無、夜間の睡眠状況・食事の摂り方(一度に食べ過ぎ吐いてしまう事ある)等を確認するとともに、日課の取り組み状況の確認、妄想に左右された言動等について観察・確認して行きましょう。

・山火　るい子様～本日、昼食前｢レストランから無線が入った。今日退院してもいいって。だからお金貰って鈍行列車で家に帰りたいんです。｣と自らスタッフへ声を掛けて来られ、幻聴があった事話し来られています。少し時間経ってからスタッフ訪室すると｢荷物もまとめたんだけど…お金もないし…｣と衣装ケースに衣類を収めた事を話されています。

　　　　　　　　　日課静かに過ごされる方で、そっと出て行かれる可能性も考えられますので、所在確認は確実に行っていきましょう。

＜週間予定＞

・２月２５日(月)…大上なみ様－小坂Ｄｒ診察１４時半

　　　　　　　　　モップ受け取り

　　　　　　　　坂本のり子様…一泊二日の外泊より１８時帰院予定

２７日(水)…寝具交換(毛布カバー・シーツ・枕カバー)

　　　２８日(木)…皮膚科診察

　　　　　　　　　東海林康之様…眼鏡作りの為、外出予定

２９日(金)…ポット洗浄(１/２８準夜勤務者が洗浄剤を入れる)

　　　　　　　　　歯科診察…(予定者：滝澤久江様・山火るい子様)

　　　　　　　　　布施邦雄様…三泊四日、自宅へ外泊予定

＜注目患者様ＮＣＰ評価＞

・東海林　康之様～現在、軽鬱状態にあります。日課は自室に篭りがちで、リハビリテーションプログラムも楽しめていない様子伺えています。

スタッフ介入時、病気について話していますが、自分の病気の動き・日内変動を分かっていない言動聞かれています。

又、スタッフの声掛けに｢何ともない｣の発言聞かれたりしますが、どこがどのようになんともないのか？言葉に出来ない事あり。きちんと言動化できるよう介入していきましょう。

現在の状態で｢躁鬱病｣について個別の勉強を行なう時期と考えられる為、看護・介護が充分に病気についての知識を習得し、患者様へどのように介入が必要なのか勉強する必要があります。

担当スタッフは本人の病状と照らし合わせ、方針をまとめ、来週問診時、主治医に情報提供しながら疾病教室の企画を作成する予定としています。
＜退院前訪問指導＞

・沢田　三朗様～２/２９（金）～３/２（日）二泊三日の外泊予定となっています。

　　　　　　　　退院前訪問指導を３/１（土）１４時を予定しており、下平ＰＳＷ、北Ｇ市島Ｎｓで訪問する事となっています。

　　　　　　　　退院後の生活として・服薬管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　・食事の場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　・制度の手続き

　　　　　　　　　　　　　　　　　・移送サービスの状況　　等、確認話し合い

　　　　　　　　必要性があれば２度目の訪問指導につなげて行きましょう。　

　　　　　　　　退院前訪問検討書の作成と指示箋はＰＳＷで行なう事としています。

　　　　　　　　担当スタッフは、外泊時（３/１、１４時）本人様・御家族様へ自宅におられるよう伝えていきましょう。

・鷹巣　淳一様～３月中旬での退院を検討していくとの情報聞かれています。
現在、疾病教室を行なっており、本日で終了されている為、服薬自己管理の導入を進めて行きましょう。

自宅での生活管理と、服薬を中断し症状悪化した経緯があり、今後服薬が継続しやすい環境を提供・確認の為、退院前訪問指導の導入を予定しています。
御家族様(姉様)は協力的ですので、外泊訓練した際に、役場の保健師、御家族様と連絡をとり話し合いが出来ればよいと考えています。

ＰＳＷ訪問する為、外来時間に支障がない、平日の午後の予定を担当スタッフは計画お願いします。










